
京都に移り住んで５年以上が経

つが自他共に京都人とは認められ

ていない．俗に京都十代と言われ，十代に渡って京都に住

まないと京都人ではないそうだ．加えて「京都に移り住ん

で…」と述べたが，現在住んでいる京都市伏見区は京都人

には京都として認められていないから「京都市に移り住ん

で」が正確なところなのかもしれない．京都とは正確には

洛中（上京区，中京区，下京区）のみを指す．このような

京都の閉鎖感はよく知られているところであり，昨年後半

に出版された『京都ぎらい』（井上章一著，朝日新書）が大

きな話題を呼び増刷を重ねている．その京都市でプラズ

マ・核融合に関する主要な会議がこれから数年間にわたり

予定されているため，本学会会員の方々も京都市を訪れる

機会があると思われる．そこで，京都市出張・観光に関し

て幾つかアドバイスをしたい．京都市の春の桜，夏の祇園

祭，秋の紅葉の季節はホテルが取りづらく（かつ高く）数

ヶ月前の予約が必要なのは周知と思われるが，ここ数年，

外国人観光客の急激な増加に伴い京都市内の主要ホテルの

年平均充足率が９０％前後（休日は満室）となっている．す

なわち，京都市観光のオフシーズンはなくなったと言えよ

う．とにかく早くホテルを予約してほしい．なお，電車で

１０分の隣町，大津市に宿を取るというのも一つの手であ

る．京都市内の移動では公共交通機関が便利であるが，そ

れらでは Suica などの関西圏外の ICカードが利用でき

る．また，各交通機関やそれら共通の一日乗車券があるの

で，１日に３，４回以上利用される方にはお得である．な

お，多数の路線が設定されており便利な路線バスだが（た

だし運転が荒いことが多い…），お祭りによる通行止めで

運行休止となったり，基本的に遅延しているのでネットで

バス位置（最多の市バスではポケロケ）や運休情報を確認

することを勧める．以前，嵐山，金閣寺（鹿苑寺），御所，

そして清水寺を１日で観たいから案内してほしいと言われ

たことがあるが無理である．地図を見ていただきたい．そ

して各地区に集中して観光することを勧める．最後に，皆

様が上洛された際には京都以外の伏見（稲荷大社や酒蔵）や

宇治（平等院など）にも来られることを期待いたします．

（山本 聡）
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